
点群データを活用した施設の管理効率化に資する技術
（道路や河川管理施設等に関する点群データの活用技術等）

⼤阪経済⼤学・摂南⼤学・関⻄⼤学・⽇本インシーク・⽇本⼯営

⾃治体における新技術導⼊のためのマッチング⽀援



2

CIM・i-Construction等の推進による恩恵と着眼点

• レーザ計測機器の発達と普及により点群データが膨⼤に蓄積

MMS

航空レーザ

UAV

地上設置型
レーザスキャナ

地物の3次元形状を
点の集合で表現した

点群データ
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CIM・i-Construction等の推進による恩恵と着眼点

• ⽤途に即して膨⼤な量のデータを賢く使える仕掛けづくりの必要性
– ダウンロードせずに必要な場所の点群データを閲覧
– ライフサイクルデータ管理
– 維持管理の効率化⽀援

オープンデータのためのデータ公開基盤
My City Construction／Shizuoka Point Cloud DB / …

コンピュータリーダブルなデータ
2次元CADデータ、3次元CADデータ

TS出来形管理データ、基盤地図情報 ・・・

点群データ
航空レーザ測量、地上設置型レーザスキャナ

MMS、UAV
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大学シーズの概要
ハイブリッド型点群エディタ

オンラインモード

• ローカルに点群データがなくても閲覧できる
• 表⽰中エリアが地図と連動して確認できる
• 点群データ全体を閲覧できる（点は間引かれ
ている）

• 任意区間を指定し、該当の点群データでエ
ディットモードに移⾏できる

ローカルモード

• 点群データを詳細に確認できる（点は間引か
れていない⽣データ）

• プラグインにより機能を拡張できる
• 編集した点群データをビューモードに反映できる
（再変換処理が必要）

• ビューモードと連携せず、従来通り点群データ
ファイルを読み込むこともできる

切替可
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大学シーズの概要
点群データを地物単位に分割して管理するため属性付け技術

5

• 【座標系】平⾯直⾓座標系
• 【ID】 0001
• 【名称】道路中⼼線，⾞道，信号機など
• 【領域】底⾯形状（スケッチ）と押し出し（操作履歴）で地物を囲む領域を定義

• 【参照情報】
 図⾯データ（設計図・完成図）
 画像データ（現場写真など）

• 【位相】
 属性0002と接続，
※⾞道の⾯の中で、電柱と接している箇所と電柱の底⾯を共有

幾何情報（点群データ） 属性情報（領域＋位相）

Pn（X，Y，Z, Intensity, time,,,）

• 【座標系】平⾯直⾓座標系
• 【計測年⽉⽇】 2016年12⽉1⽇
• 【計測機器】 Street Mapper
• 【総点数】 140,192,000
• 【座標値の最⼤・最⼩】 199.4,32.356,10.355 / 187.3, 29.0, 8.34
• 【反射強度の最⼤・最⼩】 255 / 0

照明B
照明A

路⾯

道路標識

◯年×⽉△⽇ ◯年×⽉△⽇

提案仕様の⽤途・利点

【⽤途】
• 地物の⾼速な空間検索と差分チェックが可能

– 属性情報を⼿がかりに⼤規模点群データから対象地物のみを
⼀括で取得

【利点】
• 点群データを加⼯しないため、データサイズが肥⼤化しない
• 属性情報を別ファイルで定義するため、データ交換が容易

であり、再利⽤が可能
• 属性情報の精度は、⼊⼒データの特性に影響をうけない

点群データのメタデータ

道路分野における点群データの属性管理仕様の検討⼩委員会︓点群データの属性管理仕様【道路編】（案）－第1.0版－（平成30年9⽉）
（http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/standards/standards.html#zokuseikanri）

道路地物の領域データ
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自治体における大学シーズの活用シーン
項⽬ 現状の課題 ⾃治体の要望 ⼤学シーズ

利⽤環境 職員が３次元データ
を閲覧する環境がな
い

⼀般的な端末で、データをダウ
ンロードせずに閲覧することがで
きる

❶ハイブリッド型点群エディタの「オンラ
インモード」による点群データの可視化

現状把握 ３次元データから特
定の施設等の確認
ができない

施設管理を⽬的に特定の箇所
や施設のデータを⾃動的に抽出
することができる

❷領域データを活⽤した施設毎の点
群データの取得

異常個
所・問題
箇所の抽
出

樹⽊の繁茂による通
⾏⽀障や⽔たまりの
発⽣状況など⽬視
や写真で採⼨するし
か⽅法がない

座標を指定して⼨法計測や横
断図⽣成することにより、⽬視で
は確認しにくい変状が抽出でき
る

❸2点間距離の計測による採⼨

変状の進
⾏・変化
の把握

３次元データから
データ⽐較により変
状や経年変化を抽
出することができない

同⼀箇所で別時点に取得した
３次元データの差分抽出により
変状や経年変化などを検出す
ることができる

❹時系列の異なる地物の点群データ
を⽤いた変状検知

他のシス
テムとの連
携

GISなども現状では
⼗分に活⽤されてい

台帳や画像管理など個別シス
テムを⼀元的に連動して活⽤で
きる

❺領域データへのファイル（もしくは、
URL）の関連付けによる情報の⼀
元管理
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自治体における大学シーズの活用シーン
❶ハイブリッド型点群エディタの「オンラインモード」による点群データの可視化

①点群データ
レポジトリのURLを入力

②点群データを確認
したい図郭を選択

③点群メタデータを確認し、確認
対象であればURLをクリック

④オンライン上で点群データの概要
を確認し、必要な点群データを選択

⑤ダウンロードボタンをクリックして、
該当の点群データをダウンロード

⑥ローカルPCに、選択した
点群データをダウンロード
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自治体における大学シーズの活用シーン
❷領域データを活用した施設毎の点群データの取得

全体の点群データ（MyCity Constructionのデータを活⽤）

全体の領域データ

平成28年度[第28－D0201－01号]
(国)136号社会資本整備総合交付金(国道道路改築2次・広域)工事(迂回路工そ
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自治体における大学シーズの活用シーン
❷領域データを活用した施設毎の点群データの取得

①点群データを可視化 ②領域データの読み込み

③領域データに含まれる
地物を一覧表示

④横断歩道橋を選択 ⑤植生を選択

⑤横断歩道協の
点群データのみを表示

⑤植生の
点群データのみを表示
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自治体における大学シーズの活用シーン
❸2点間距離の計測による採寸

2点間距離の算出・表⽰

42.3213

2点間距離の算出・表⽰

画⾯に表⽰された点群データを
直接クリックし，2点を選択

2点間の横断図を
⽣成可能
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自治体における大学シーズの活用シーン
❹時系列の異なる地物の点群データを用いた変状検知

2013年の点群データ

2017年の点群データ

全体

全体

領域データで抽出された点群データ

法⾯ ⾞道部

法⾯ ⾞道部

（データ例）静岡県松崎町115号線 ⼭間部(PCDBより⼊⼿)

法⾯の崩落現場
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自治体における大学シーズの活用シーン
❹時系列の異なる地物の点群データを用いた変状検知

⾞道部の差分検出結果

※差分スケール

2013年から2017年で，全体的に
地盤が沈下している．

その中でも，
特に地盤沈下している箇所が存在

全体の差分検出結果（2013年基準）

差分検出結果（2013年基準）
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自治体における大学シーズの活用シーン
❹時系列の異なる地物の点群データを用いた変状検知

法⾯の差分検出結果

※差分スケール

全体の差分検出結果（2013年基準）

2013年の法⾯ 2017年の法⾯

差分検出結果（2013年基準）差分検出結果（2013年基準）

2013年に存在していた擁壁が取り払われている
→法⾯の保護が完了
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自治体における大学シーズの活用シーン
❺領域データへのファイル（もしくは、URL）の関連付けによる情報の一元管理

ファイルの起動

領域データで関連付けられたファイルを
実⾏でき，点群データに関与する
現地写真や図⾯データを参照可能

関連ファイル

URLの場合，Webブラウザが起動


